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ライオンの給餌装置「ミートキャッチャー」のお披露目会を開催します！ 

～ａｍａｚｏｎ「ほしい物リスト第２弾」も公開～ 

 

千葉市動物公園では、通販サイトａｍａｚｏｎの「ほしい物リスト」を活用した寄附受付制度を

導入していますが、この制度によりご支援いただいた物品で製作したライオンの給餌装置「ミート

キャッチャー」が完成し、以下のとおりお披露目会を開催しますので、お知らせします。 

また、この制度を活用した「ほしい物リスト第２弾」も公開しますので、併せてお知らせします。 

 

１ 「ミートキャッチャー」お披露目会 

  （１）日 時 

    令和元年８月６日（火）１１：００～１１：３０ 

 （２）会 場 

千葉市動物公園内 京葉学院ライオン校（ライオン展示場） 

 （３）内 容 

    ア ライオンの給餌装置「ミートキャッチャー」の解説 

    イ 当園の飼育ライオン「トウヤ」及び「アレン」へのミートキャッチャーを使った給餌 

    ※お披露目会終了後に着ぐるみ「アレンくん」との写真撮影会も実施します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記者発表資料 

令 和 元 年 ７ 月 ３ ０ 日 

都 市 局 公 園 緑 地 部 

動 物 公 園 

電話 ２５２－７５６６ 

約 27m 

約 7m 

約 2.5m 
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（４）ミートキャッチャーによる給餌の特徴 

   ア 屋外展示場内の高さ約 7m×約 2.5m の位置に約 27m のワイヤーを張り、滑車で移動させ

る肉をワイヤーの中央部分で給餌します。 

イ ライオンが野生下で狩りをしている姿がイメージできるほか、簡単には獲れない高さに

肉を置くことで狩猟本能を掻き立てます。 

ウ 捕食した肉を豪快に齧
かじ

り付く姿がご覧いただけます。 

（５）今後の使用予定 

設置したミートキャッチャーは、今後、以下のとおり使用していく予定です。 

ア 原則、毎週日曜日の１１：３０にライオン展示場で給餌します（初回は８月１１日（日）

にトウヤ展示場で実施） 

イ トウヤとアレンを１週ごとに交代しながら行います（各個体とも月に２回） 

ウ 体調不良、天候不良等の理由により給餌を中止する場合があります（中止の場合は動物

公園公式ツイッターや園内放送等でお知らせします） 

（６）取材について 

ア お披露目会への取材を希望される報道機関は、当日、直接ご来園ください。 

イ モノレールで来園される場合は、正門から入園できるよう手配済です。 

ウ 車で来園される場合は、動物公園管理事務所付近に駐車してください。 

 

２ ａｍａｚｏｎ「ほしい物リスト第２弾」の公開 

（１）経緯 

７月１１日（木）に受付開始した「千葉市動物公園ａｍａｚｏｎほしい物リスト」は、公開

から約１週間で全８事業のご支援をいただきました。多くの皆さまから「こういう寄附であれ

ば、もっとやって欲しい」、「寄附をしたかったが、すでに終了していた」、「次はいつやるのか」

などのご意見をいただいていることから、「ほしい物リスト第２弾」を公開し、新たな支援希

望物品の募集を開始することとしました。 

（２）公開日時 

  令和元年８月６日（火）１２：００（受付開始日時） 

（３）公開場所 

   千葉市動物公園ホームページ（http://www.city.chiba.jp/zoo/news/20190704amazon.html） 

（４）支援希望物品 

ア ウマが自分で体を掻く為に使用する、柱や壁に設置するパネル 

イ レッサーパンダの運動の為のアスレチック遊具を作るネット 

ウ ボランティアによる絵本の読み聞かせ会で使用する動物絵本  ほか 
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＜参考＞ 

ａｍａｚｏｎ「ほしい物リスト」について 

１ 趣旨・経緯 

千葉市動物公園リスタート構想において「財務体質の強化」への課題として、「寄付に参加しや

すい仕組みづくり」、「園に対する愛着を高め、寄附の目的や効果、資金使途が分かりやすい寄 

附制度」の構築が位置づけられており、新たな寄附アイテムの導入が求められていた。 

そこで、ａｍａｚｏｎ「ほしい物リスト」を活用し、必要物品を公開して寄付を呼びかけること

で園の取組みをアピールするとともに、寄付による支援体制を整備することとした。 

２ 第１弾の運用開始日 

令和元年７月１１日（木） 

３ 寄附の呼びかけから受け入れまでの流れ 

（１）ａｍａｚｏｎの「ほしい物リスト」で支援希望物品を公表 

（２）動物公園ＨＰで支援を求める事業について計画を説明 

（３）事業にご賛同いただけた方には、動物公園ＨＰからａｍａｚｏｎサイトへリンクで誘導 

→賛同者によるａｍａｚｏｎでの購入手続 

（４）動物公園へ支援物品が配達される 

物品到着後、直ぐに動物公園ツイッターでお礼コメントを発表 

（５）事業実施後、成果を動物公園ＨＰ・ツイッターで報告 

※支援希望物品の選考と物品受入は、市と園内事業者で組織する実行委員会で運営します。 

 

 


